早良ひまわりハウス
　　　　　　　　　　　　　　　竹内　巌
　昨年度は、生活の場の環境作りと当たり前
に働き・暮らすことへの環境作りの２つの柱
を軸に取り組んでまいりました。今年度も引
き続き２つを軸に取り組んでまいります。
　早良ひまわりハウスにおいて、昨年度は２
度の地域協議会を開催しました。１回目は現
状報告と昨今の異常気象について話合われま
した。地域の災害の歴史や対策を窺いました。
その後、大雨、台風があり、土嚢を作って備
えると同時に事前に各方面と連絡をとり対応
に当たりました。事前の連絡はどこも火急の
対応に当たっており、大変緊迫していたのを
覚えています。そんな中、東日本大震災で被
災した知的障がい者にスポットを当てた映画
を拝見しました。本人、家族、支援者、行政
を含めたネットワーク等からの視点で作られた
映画で、被災した方々の証言に基づいて構成さ
れていました。初めて知り得た情報が沢山あり、
これからの対策を思案するとても貴重な機会と
なりました。
　２回目は地域の方から『入居されている方が
普段どのような仕事をしているのか等をもっと
知りたい』と意見をいただきました。災害時の
助け合いの中で自分たちが出来る事と力をいた
だくことを共通認識していただけるのではない
かと有難く感じました。
第1、 第２、第３ひまわりハウスにおいて
は所在地の状況によって災害対策がまるで違
うことを改めて感じました。河川が近くにあ
るところ、幹線道路より低い位置に建てられ
ているところ、地域の方と連絡をとり、これ
からどのような対策を練っていくのかをより
進めていく機会を得ました。
　当たり前に働き・暮らすことにおいて健康
がどれほど大きなことかは年度末から続く新
型コロナウィルス流行で痛感することになり
ましたが、それ以前にも素早い対応が求めら
れることがありました。就労先、通勤経路、
かかりつけ医院、既往歴や持病等それぞれ異
なる状況は、複雑で臨機応変を求められまし
た。今年度も引き続き各所と連携をとり、対
応に当たりたく考えております。
　特定相談においては、制度改正で居宅サー
ビス、短期入所等を利用している方や特定の
要件を満たす方は、これまでの半年間という
決められた期間ではなく短い期間でモニタリ
ングを実施できるようになり、より小まめな
対応が出来るようになりました。また障がい
児の受給者証更新時期が、一律３月末のタイ
ミングから誕生月に変更になり、より相談を
受けやすくなりました。昨年度末よりの新型
コロナウィルス流行により、訪問が出来ず、
電話や文書でのやりとりとなっております。
これまでとは違う相談の形となり、訪問で行
うことの大事さを再認識しつつ、この度の経
験を今年度の相談に活かしていけると感じて
います。
　ショートステイについて、昨年度は１日の最
大受入人数が３名となりましたが、全て埋まる
日が度々ありました。また、利用される方のニ
ーズは多岐に渡っていました。今年度も引き続
き様々なニーズに応じられるように取り組んで
まいります。







